
国
の
借
金 

二
六
〇
％ 

 

豊
澤 

幸
平 

 

国
の
借
金
で
あ
る
債
務
残
高
が
Ｇ
七
諸
国
の
な
か
で
突
出
し
た
水
準
、
具
体
的
に
は
二
〇
二
二
年

及
び
二
〇
二
三
年
で
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
で
「
約
二
六
〇
％
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
「
中
央

銀
行
が
国
債
を
購
入
し
て
い
る
限
り
問
題
が
な
い
、
国
内
で
国
債
が
消
化
さ
れ
て
い
る
限
り
懸
念
が

な
い
、
日
本
は
資
産
が
た
く
さ
ん
あ
る
か
ら
大
丈
夫
」
と
説
明
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
一
方
、

「
政
府
が
確
固
た
る
財
政
健
全
化
の
方
針
を
明
確
に
打
ち
立
て
、
日
本
の
国
家
財
政
、
経
済
的
信
用

力
を
死
守
す
る
こ
と
が
重
要
」
と
の
意
見
も
あ
る
。
私
は
経
済
、
財
政
の
専
門
家
で
な
く
知
識
、
知

見
も
乏
し
い
の
で
判
断
し
か
ね
る
が
、
素
朴
に
考
え
る
と
「
近
い
将
来
、
個
人
な
ら
カ
ネ
詰
ま
り
破

産
、
会
社
な
ら
倒
産
」
と
な
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
日
本
と
し
て
こ
の
ま
ま
の
状
態
を
放
置
す
る
こ
と

は
許
さ
れ
な
い
と
考
え
る
。 

 

と
こ
ろ
で
最
近
、
次
の
事
象
、
数
字
を
書
物
か
ら
見
出
し
た
。
一
九
四
四
年
の
敗
戦
直
前
の
政
府

債
務
（
借
金
）
が
対
Ｇ
Ｎ
Ｐ
比
（
当
時
は
Ｇ
Ｎ
Ｐ
し
か
存
在
せ
ず
）
「
約
二
六
〇
％
」
で
あ
っ
た
こ

と
で
あ
る
。
偶
然
と
い
う
か
期
せ
ず
し
て
ほ
ぼ
同
数
で
あ
る
。 

日
本
が
敗
戦
に
至
っ
た
背
景
や
原
因
に
は
、
政
治
的
要
因
、
戦
略
・
戦
術
面
、
資
源
確
保
面
等
々

が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
日
本
の
財
政
面
の
破
綻
、
金
の
行
き
詰
ま
り
が
大
き
な
要
因
で
も
あ
ろ

う
。
タ
マ
（
砲
弾
）
も
尽
き
た
が
金
も
尽
き
た
の
だ
。
大
戦
後
、
こ
の
膨
大
な
借
金
は
、
①
戦
後
の

超
イ
ン
フ
レ
（
卸
売
り
物
価
指
数
が
一
九
四
五
年
八
月
か
ら
四
年
間
で
六
五
倍
）
、
②
財
産
税 
③

預
金
封
鎖
等
々
で
解
消
・
解
決
し
た
。
こ
の
間
、
国
民
も
多
く
の
犠
牲
を
し
い
ら
れ
た
。 

 

八
〇
年
後
の
現
在
、
「
二
六
〇
％
」
が
再
現
、
今
回
は
戦
争
で
は
な
く
バ
ブ
ル
後
の
長
期
的
経
済

の
停
滞
、
人
口
構
成
の
急
激
な
変
化
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
等
々
に
起
因
す
る
が
、
「
二
六
〇
％
」
の
持

つ
意
味
は
大
き
く
、
国
が
現
実
逃
避
を
続
け
て
い
る
と
歴
史
は
繰
り
返
す
の
で
は
と
危
惧
す
る
。 

幸
い
こ
と
に
足
元
は
物
価
や
賃
金
が
少
し
上
昇
し
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
か
さ
上
げ
、
コ
ロ
ナ
対
策
費
も
減
少

し
た
の
で
「
二
六
〇
％
」
は
頭
打
ち
に
な
る
が
、
国
民
は
将
来
の
「
経
済
的
敗
戦
」
を
念
頭
に
お
く

こ
と
も
必
要
だ
ろ
う
。 

 
  
   

 
 （

二
〇
二
四
年
一
月
） 


